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学ぶ意義を実感しながら課題を解決できる児童の育成 

―合科的な学習「スター☆タイム」の単元づくりと指導の工夫を通してー 

                        前橋市立勝山小学校 今井 志織 

 

Ⅰ 研究の背景 

 

１ これからの時代に求められる教育 

社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難な時代となっている。こうした状況を受け、

令和３年１月 26 日に中央教育審議会からは「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して

～すべての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～(答申)」

において、「『 個別最適な学び 』と『 協働的な学び』を一体的に充実し、『主体的・対

話的で深い学び』の実現に向けた授業改善につなげていく」ことが示された。また、2024

年に出された群馬県教育ビジョンでは、「教員から一方的に受け身で教えられるのではなく、

子どもが自分で興味を持つ分野をより深く知ろうと取り組んだり、子どもたち自身が自分

で取り組むべき課題を考えて､その解決に向けて必要な手段を探して努力したりしていく

こと」が必要であると示されている。国や県等の方針の多くが、こどもたちが学習の主体

となって生涯にわたり能動的に学び続けるようになるための教育を求めている。そのため

には、学習者である児童が学ぶ意義を実感しながら学習に取り組める授業づくりが大切な

のではないだろうか。改めて現行の小学校学習指導要領前文に明記されている「児童が学

ぶことの意義を実感できる環境を整え、一人一人の資質・能力を伸ばせるようにしていく

こと」について考えていく必要がある。 

２ 現状と課題 

筆者は、２年前から児童が主体的に学習を進める手段として自由進度学習の授業実践に

取り組んできた。実践に対する児童アンケートでは、教師主導の一斉指導と比べて「勉強

が分かるようになった」「楽しくなった」「学習の進め方を自分で決められた」等、児童

45 名中 44 名から肯定的な回答が得られた。しかし、この取組では「主体的・対話的な学

び」の実現に向かったものの、「深い学び」の実現には課題が残った。 

本研究は、合科的な学習「スター☆タイム」の単元づくり及び指導の工夫を行い、学

ぶ意義を実感しながら課題を解決できる児童の育成を目指すものである。そのために、

小学校第２学年で以下の実践を行い結果を検証した。 

①「スター☆タイム」の単元づくりの工夫 

「単元構想シート」で合科的な学習の単元構想を行い、「単元計画シ－ト」で具体的

な時数、評価並びにインストラクションの計画を示した。この二つのシートを基に、学

習カード「スター☆タイムチェック」を作成し、課題解決に向けて児童が学習を自己選

択及び自己評価することができる単元を作り上げた。 

②「スター☆タイム」の指導の工夫 

単元全体の見通しをもたせるオリエンテーションと組み合わせた各教科等の資質・能

力を育むインストラクションを実施した。さらに、児童が「スター☆タイムチェック」

を活用し「選ぶ」→「進める」→「振り返る」という学習サイクルで学習できる環境を

整えた。 
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田村（2018）は、「主体的な学び」と「深い学び」とに強い関連性を見いだしており、特

に「知識をつなぎ、結び付け、関連付ける」ことが重要であると繰り返し述べている。こ

のつながりを作り出すためには、教科等横断的な視点が重要となる。それを推進するため

の具体的な指導方法として、学習指導要領では、「合科的・関連的な指導」を示している。

「合科的な指導」とは、「単元又は１コマの時間の中で、複数の教科の目標や内容を組み

合わせて、学習活動を展開するもの」であり、教科をそれぞれ独立して行う「関連的な指

導」とは分けて定義している（学習指導要領解説総則編）。本研究では、１つの単元内で

児童が「知識をつなぎ、結び付け、関連付ける」ことができる「合科的な指導」に着目し、

「主体的な学び」と「深い学び」の実現を目指す指導を行いたいと考えた。 

筆者の置籍校の教員対象に行った合科的な指導に関するアンケートでは、「合科的な指

導を行ったことがありますか」の質問に対して 31.8％が「行ったことがない」と回答した。

また「合科的な指導を行うことの困難さはどこにあると思いますか」の質問に対して 77.3％

が「授業計画（単元構想）」にあると回答した（表１）。その他に、時数の計算や各教科の

評価等、合科的な指導を行うことに不安を感じている教員がいることも分かった。 
表１ 合科的な指導に関するアンケート結果                     ※回答者 22 名 複数回答可 

 

３ 本研究における学ぶ意義と目指す児童像 

本研究における「学ぶ意義」とは、児童自身が必要感をもって学習し、自らの力で課題

を解決できたという達成感を味わって資質・能力を育むことと定義した。「スター☆タイ

ム」と名付けた合科的な学習（「合科的な指導」を行う授業）によって、学ぶ必要感・達成

感を実感しながら学習を進めている児童、教科で育む資質・能力が身に付いている児童を

目指す。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 合科的な学習「スター☆タイム」において、課題の解決に向けて必要な学習を自ら選ん

で学び進めることを通して、学ぶ意義を実感しながら課題を解決できる児童の育成を目指

す。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 「スター☆タイム」の単元づくりの工夫 

(1) 「単元構想シート」による合科的な学習の単元構想 

 学習指導要領解説総則編には「合科的な指導は、教科のねらいをより効果的に実現する

ための指導方法の一つである」と示されている。組み合わせる各教科等で育成を目指す資

質・能力を洗い出し、さらにそれらを統合的に働かせることができる具体的な学習活動の

つながりを見いだすため、「単元構想シート（図１）」を表２の手順で作成する。 
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表２ 「単元構想シート」の作成手順 

手順 項目 内容や方法 

① 組み合 わ

せる教科・

単元の 整

理 

・年間指導計画等を参考に、組み合わせ

ることが可能な教科を見いだす。 

・各教科等で「育成を目指す資質・能力」

を書き出す。 

・「学習活動」を教科ごとに記す。 

② 学習活 動

の分類 

・①学習活動から「共通する学習活動

Ａ」と「Ａ以外の学習活動Ｂ」とに分

類する。 

③ 統合し た

学習活 動

Ｃの構想 

・より効果的に教科のねらいを実現す

るため、②から学習活動ＡとＢ、また

は学習活動Ｂ内から「統合した学習

活動Ｃ」を構想する。 

④ 合科的 な

学習の 単

元構想 

・「核となる教科・単元」を設定し、②

③の学習活動を組み合わせて「学習

活動」の流れを構想する。 

・学習活動Ａ、Ｂ、Ｃの分類と教科名を

「学習活動の分類」に記す。 

・具体的な授業のアイディアや、教材研

究を通して明らかになった課題や解

決策等を「指導上の留意点」に記す。 

⑤ 単元名（単

元のゴ ー

ル）の設定 

・児童が学習に対して期待感を高め、

課題解決に向けて学び続けることが

できる「単元名」を設定する。 

(2) 「単元計画シート」による時数、評価並びにインストラクションの計画 

合科的な学習を行うためには、時数を含め評価の計画も立てる必要がある。そこで、組

み合わせた各教科等の時数、評価規準、評価方法、さらには指導事項を押さえる一斉指導

（以下、インストラクション）の内容を整理するため、「単元計画シート（図２）」を表３

の手順で作成する。 

 

「スター☆タイム」は、児童一人一人によって学習する順序や活動量が異なるため、②

の配当時数は、あくまでも単元づくりの段階における指導標準時数として考える。 

(3) 単元づくりと児童の学習活動をつなぐ学習カード「スター☆タイムチェック」の作成 

「単元構想シート」及び「単元計画シート」を通じてつくった単元で、児童が自ら学習

を進め、その過程を振り返ることができる学習カード「スター☆タイムチェック（図３）」 

表３ 「単元計画シート」の作成手順 

手順 項目 内容や方法 

① 児童の学習活

動の整理 

・単元構想シート④で構想した「学習活

動」を転記する。 

・具体的な児童の学習活動を箇条書きで

書き出す。 

② 教科の整理 

（配当時数） 

・単元構想シート④で構想した「学習活動

の分類」に示した「教科」を転記する。 

・年間指導計画等に基づき、単教科で指導

する場合の時数とおおむね一致するよ

うに計画を立てる。 

③ 評価の設定 ・組み合わせた各教科等の資質・能力を網

羅的に評価できるように３観点の「評価

規準」を記入する。 

④ インストラク

ションの計画 

・児童の既習事項等を基に学習を進める

上で必要となる指導事項を明確にして

「インストラクション」を計画する。 

⑤ 評価方法の設

定 

・見取りに必要なワークシートの作成、発

表、作品の製作等、多様な活動を取り入

れて計画する。 

①  ②  

③  

④  ⑤  

図１ 単元構想シート 

①  ②  ③  ④  ⑤  

図２ 単元計画シート 
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を表４の構成要素に基づいて作成する。 

「スター☆タイムチェック」は、児童が学習を自己選

択できるようにするとともに、学習活動を記録し自己評

価できるようにする機能をもつ。また、教師にとっても

児童一人一人の学習の進度や状況を把握し、個別最適な

支援につなげるツールとして活用することができる。 

２ 「スター☆タイム」の指導の工夫 

(1) 学習活動の必要感を高めるオリエンテーションの実施 

第１時のオリエンテーションで、単元のゴールを目指して取り組む必要がある学習活動

を児童とのやり取りによって引き出す。そして児童と設定した学習活動と教師が事前に設

定した「やること」が合致するようにオリエンテーションを進める。このようにすること

で児童が教科をつないで学習する見通しをもち、必要感をもって学習を進めたり、やり遂

げたという達成感を味わったりしながら課題解決に向けて学び続けることができるように

なると考える。 

(2) 指導事項を網羅したインストラクションの実施 

「スター☆タイム」では、児童一人一人が自分で学習を進めていく。そのため、単元で

組み合わせた各教科等で育む資質・能力が全員に身に付くようにするための工夫として、

一単位時間の導入時にインストラクションを実施する。インストラクションの内容は、各

教科等の学習指導要領に示された指導事項や児童の既習事項等を把握した上で教師が設定

する。学習活動の時間を十分に確保するために、１回のインストラクションは、15 分程度

の短時間で行い、指導内容は１教科の１事項に焦点を絞って行う。「単元計画シート」に

位置付けたインストラクションの計画と児童の学ぶ必要感に相違がある場合には、児童の

必要感を優先して実施するタイミングを決定することにより、教科のねらいを効果的に実

現することができると考える。 

(3) 学習カード「スター☆タイムチェック」の活用 

「スター☆タイムチェック」は表５のように活用し、児童が「選ぶ」→「進める」→「振

り返る」という学習サイクルを確立できるようにする。児童が自分で学習の進捗を記録し、

振り返ったことを記述することは、学習状況の可視化だけでなく、教師にとっても児童の

学習の進捗や各教科等の資質・能力の習得状況を丁寧に見取ることにつながる。支援、評

価に関しては、「単元計画シート」の評価規準と児童の学習状況を照合することで充実を

目指す。 

表４ 「スター☆タイムチェック」の構成要素 

図３番号 構成要素 

① 単元計画シート①の具体的な児童の学習活動を児童が理解

しやすい言葉で「やること」としてリスト化されている欄 

② 日付・曜日の記入欄 

③ 児童がその日の学習活動を「やること」から選択できる欄 

④ インストラクションを計画している日（★印） 

⑤ 日ごとに児童が振り返りを行う欄 

図３ スター☆タイムチェック 
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以上をまとめた研究構想図を図４に示す。 

(4) 検証方法 

検証の視点 検証方法 

〇課題を解決するために、必要感をもって自

ら選んで学習を進めている。 

〇自分の力でやり遂げることができたという

達成感を味わっている。 

・児童アンケート 

・児童への聞き取り 

・「スター☆タイムチェック」への記録 

・観察 

・抽出児童の変容 

・担任への聞き取り 

〇教科で育む資質・能力が身に付いている。 ・観察 

・成果物 

・「スター☆タイムチェック」への記録 

・指導の記録 

・観点別評価 

・抽出児童の変容 

表５ 一単位時間の「スター☆タイムチェック」活用の学習の流れ 

学習サイクル 流れ 児童の活動 

進める（※） ① （授業導入時） 「スター☆タイムチェック」を見て自分に必要な学習を確認する。 

(自分で選んだ学習を進める) 

振り返る ② （授業終末時） 
自分で選んだ学習活動を振り返り、達成できた学習活動の印（〇）に色をぬる。

（図３③） 

③ （授業終末時） 

うまくいったことやいかなかったことを振り返って表情マーク（うまくできた

⇒ニコニコマーク うまくできなかった⇒がっかりマーク）に色をつける。（図

３中段） 

④ （授業終末時） 
自分で選んだ学習活動について、自分が学んだこと（発見できたこと・うまく

いかなくて困っていること等）を自由記述で記録する。（図３⑤） 

選ぶ ⑤ （授業終末時） 次時で「やること」を選んで印（〇）をつける。（図３③） 

図４ 研究構想図 

※前時の終末における「選ぶ」を受けて、 

導入時は「進める」となる。  
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Ⅳ 実践 

対象 第２学年１学級 22 名 

単元名 つくって☆つたえて ２年１組おもちゃランドであそぼう‼ 

単元の構成 ・生活科「うごくうごくわたしのおもちゃ（12 時間）」 

・国語科「あそび方をせつ明しよう（8 時間）」 

・図画工作科「どんなうごきにみえるかな（6 時間）」 

実施時間 全 26 時間 

実施期間 令和７年９月３日（火）～令和７年９月 29 日（月） 

１ 「スター☆タイム」の単元構想の工夫 

(1) 「単元構想シート」の作成の実際 

第２学年の指導計画において学習活動の重複が考えられる「おもちゃ作り」に関して「単

元構想シート」を３頁の手順（手順①～⑤）で作成した（資料１）。①国語科、生活科、図

画工作科の各教科で育成を目指す資質・能力と、単教科で指導する場合の学習活動を記し

た。②学習活動を整理すると「アイディアの構想」と「動くおもちゃを作る」の学習活動

が重複することを確認したため、それらを学習活動Ａ、それ以外を学習活動Ｂとして整理

した。③組み合わせた各教科のつながりを意識して構想していくと、図画工作科における

鑑賞活動と生活科におけるおもちゃを改良する活動、生活科の試して遊ぶ活動と国語科の

説明する文章を推敲する活動等において、資質・能力を統合的に働かせる学習活動となり

得ることが分かった。特に、児童が苦手意識をもちやすい国語科の「書くこと」は、おも

ちゃを作ったり遊んだりする図画工作科・生活科の活動と組み合わせることで相手意識や

目的意識をもつことにつながり指導の効果を高めることが期待できると考えた。④「スタ

ー☆タイム」のゴールである核となる教科・単元を生活科の「うごくうごくわたしのおも

ちゃ」に設定し、単元全体の学習活動の流れを構想した。指導上の留意点には、教師の働

きかけや使用する教材等を記述した。児童にとって「書くこと」の必要感が高まるよう、

説明書の内容を「つくり方」から「あそび方」に変更したこと等を記した。⑤課題の解決

を目指して児童が自然な形で意欲的に学習に取り組めるよう単元名を「つくって☆つたえ

て ２年１組おもちゃランドであそぼう‼」と設定し、単元のゴールとして児童に示した。 

(2) 「単元計画シート」の作成の実際 

時数や評価等、具体的な単元計画に関して「単元計画シート」を３頁の手順で作成した

（資料２）。①単元構想シートの「④合科的な学習の単元構想（学習活動Ａ＋Ｂ＋Ｃ）」を

基に、資質・能力を育むためのより具体化した児童の学習活動を書き出した。②年間指導

計画等に基づき、国語科８時間、生活科 12 時間、図画工作科６時間の合計 26 時間をそれ

ぞれの学習活動に配当した。「アイディアの構想」や「動くおもちゃを工夫して作る」等、

教科間で学習活動が重複しているため時数を短縮することも可能であったが、「時数の計算

が心配」という教員アンケートの結果を受けて、本実践では全 26 時間を変更せずに計画を

立てた。③教員がどの教科のどの観点で見取って支援に活かすのかを意識するため、各教

科の学習指導要領から評価規準を示した。④学習指導要領や実践を行う学級の児童の既習

事項等から、図画工作科のホチキスや段ボールカッターの使い方の指導や、国語科の順序

を表す言葉を使って書くことの指導が必要であることが分かり、必要なインストラクショ

ンを計画し配置した。⑤成果物やインストラクションの指導で使用するワークシート等、

評価に使用する具体的な評価方法を示した。 
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(3) 「スター☆タイムチェック」の作成の実際 

「スター☆タイムチェック（図６）」の「やること」の多くは、単元計画シートの「①児

童の学習活動の具体（図５）」から転記した。児童自身が、どの教科の学習をしているのか

をおおよそ意識して学習を進められるように「ずこうの目」「生かつの目」「こくごの目」

と教科を記した。児童の活動自体が重複するため、例えば、「単元計画シート」の「色や形

を考える」と「動きに合う飾りを付ける」は、「色や形を考えてうごきにあうかざりをつけ

る」と内容を統合し、「やること」の項目が多くなりすぎないように留意した。学習の進

度の羅針盤となるように、インストラクションを設定した日には「★：その日に必ず勉強

する」マークを配置した。

対象の学級では初めて「選

ぶ」→「進める」→「振り

返る」という学習サイクル

で取り組むため、選択肢に

ついては、単元の初めは斜

線部を入れて制限し、イン

ストラクションに合わせ

て徐々に広げ、段階的にこ

の学習サイクルに慣れる

ことができるようにした。 

２ 「スター☆タイム」の指導の工夫 

 (1) オリエンテーションの実際 

「スター☆タイム」第１時（9/3※）のオリエンテーションでは、国語科、生活科、図画

工作科の教科書を用いて「スター☆タイム」で何を学ぶのかを確認した。このとき、児童

からは「作ったら遊びたい」「遊び方を伝える説明書を書こう」等、組み合わせた各教科

をつないで学んでいく見通しをもった発言が出

された。児童から出された学習活動を「つくる」

「あそぶ」「つたえる」に分類して板書し、これ

ら全てを全 26 時間の「スター☆タイム」の中で

学習することを確認した（図７）。ここで確認し

た学習活動は、その後、第２時（9/3）で配付した

「スター☆タイムチェック」の「やること」とほ

ぼ合致させることができた（図６内「やること」）。 

(2) インストラクションの実際 

インストラクションは、「単元計画シート」の計画通りに行うことを基本としつつ、児

童の活動に合わせて全 26 時間中８時間の授業内で実施した（表６）。インストラクション

を行う２、３日前には「スタータイム時計（資料４）」を用いて事前にインストラクション

を実施することを児童に知らせた。事前に知らせることで、児童はいつまでに何の学習を

終える必要があるかの見通しをもち、自分の学習を選ぶ際に役立てていた。実際にインス

トラクションを行った日には、教師が印（シール）を付けて可視化した。 

児童の必要感に応じてインストラクションを行った例として、第３時（9/3）に「ペット

図７ オリエンテーション時の板書 

図６ 本単元における「スター☆タイムチェック」の一部 
図５ 単元計画シ

ートの一部 

※「スター☆タイムチェック」（図６・11・19）の日付と時数を照合できるよう、 

本文では時数に日付を併記する。  
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ボトルキャップに穴を開けたい」と、児童が用具を使う必要感をもっている様子が見られ

たため、第４時（9/4）に、きりの使い方に関するインストラクションを行った。また、第

12 時（9/12）には、全員がうごくおもちゃを完成させたため、第 13 時（9/16）には、遊び

方や遊びの約束に関するインストラクションを実施した。インストラクションでは、主に

教材の実物やホワイトボードを児童に示しながら車座で行った（図８）。なお、インスト

ラクションで指導した内容は

「スター☆タイム掲示板（資料

５）」に掲示し、いつでも児童の

課題や必要感に応じて参照で

きるようにした（図９）。 

 

(3) 「スター☆タイムチェック」を活用した授業の実際 

ア 学習サイクルの実際 

初めは「選ぶ」→「進める」→「振り返る」という

学習サイクルに戸惑っていた児童も、「スター☆タイ

ム」を重ねるごとに慣れて、「スター☆タイムチェッ

ク」を頼りに学習を進める様子が見られるようにな

った（図 10）。ビー玉落としのおもちゃを作ってい

た児童の「スター☆タイムチェック（図 11）」では、

第８時（9/8）に「うまくあながあけられなくてこま

っている」と振り返り、次時の学習に「ざいりょうに

あったどうぐをつかう」「うごくおもちゃをじょうぶ

につくる」を選択していた。そして第９時（9/10）に

「スター☆タイム掲示板」で段ボールカッターの使

い方を学び直し、「ダンボールカッターでうまくあな

をあけられた。ダンボールカッターのつかい方もよ

く分かった」と振り返って次

に飾り付けの学習を選んだ。

このように児童は、「スター

☆タイムチェック」で自分に

とって必要な学習を選び、さ

らに選んだ学習について振

り返った。 

表６ 単元内で実施したインストラクション 

時数（指導日） 該当教科 設定した指導事項 実施したタイミング 実施した時間 

第４時（9/4） 図画工作科 きり・段ボールカッターの使い方 必要感に応じて実施 授業冒頭 13 分間 

第５時（9/4） 生活科 うごくおもちゃの工夫 計画通りに実施 授業冒頭 12 分間 

第６時（9/8） 図画工作科 ホチキスの使い方・ペンの種類と選び方 必要感に応じて実施 授業冒頭 10 分間 

第７時（9/8） 図画工作科 動きに合う飾り付け 計画通りに実施 授業冒頭 12 分間 

第 13 時（9/16） 生活科 遊び方や遊びの約束 必要感に応じて実施 授業冒頭 15 分間 

第 16 時（9/17） 国語科 説明書の構成 計画通りに実施 授業冒頭 17 分間 

第 17 時（9/18） 国語科 順序を表す言葉 計画通りに実施 授業冒頭 15 分間 

第 20 時（9/22） 国語科 推敲 計画通りに実施 授業冒頭 27 分間 

図 11 ビー玉落としのおもちゃを作っていた児

童の「スター☆タイムチェック」の一部 

図 10 「スター☆タイムチェ

ック」で学習を決める

様子 

図８ 説明書の構成のインストラクショ

ンを行う様子（第 16 時 9/17） 

図９ 「スター☆タイム掲

示板」を参照してい

る様子 
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イ 教科を往還する学習 

(ｱ) 図画工作科と生活科の往還 

「つくる」活動場面が多く見られた単元前半は、「ずこうの目」

から学習を選ぶ児童が多く、友達に補助を依頼し用具を使用して

試行錯誤する様子が見られた（図 12）。おもちゃが完成に近付く

と、ゴムの張りによって伸縮する力が変わることに気付いたり、

どうやったらうまく動くのか相談したりと「生かつの目」で学習

する姿も見られるようになった（図 13）。「友だちのおもちゃの

いいところを見つける」「友だちとなかよくあそぶ」等、「ずこ

うの目」「生かつの目」の両教科の学習活動を選択して学習を進

める児童もいた。自分で遊んで気付いたことや友達からもらった

アドバイスを基に即座に改良するなど、児童は「つくる」活動と

「あそぶ」活動を往還しながら学習を進めていた。教師は、「ス

ター☆タイムチェック」への振り返りの内容や児童の学習の様子

を見取り、動く仕組みに苦労し、なかなか「あそぶ」活動を行う

ことができない児童に対して個別に支援を行った。おもちゃに対

する思いや願いを聞き、必要な用具の使い方や材料のアドバイス

をすることで、児童はおもちゃを完成させることができた。 

(ｲ) 国語科と生活科の往還 

「つたえる」活動に移行する児童が現れてからは、教師は「スター☆タイムチェック」

と合わせて説明書の構成メモを毎時間回収し、児童がつまずいている点を把握した。読み

手によく伝わる文章にするため、おもちゃの遊び方を手順に沿って一行程の文章に直すよ

う推敲のインストラクションを行った。児童は、「こくごの目」

と「生かつの目」からそれぞれ「やること」を選択し、実際にお

もちゃを操作しながら説明書を書き進めた。友達にも説明書を読

んで遊んでもらい、「この部分をもっと詳しく説明しないと分か

らないよ」とアドバイスをもらって説明書を直す（図 14）等、

「つたえる」活動と「あそぶ」活動を往還しながら学習を進めて

いた。 

ウ 単元終末の様子 

第 25 時（9/25）のおもちゃランド開催日は、児童は、説明書を丁寧に読み、書き手が伝

えたいおもちゃの遊び方を理解してから、友達と関わっておもちゃで遊ぶ様子が見られた

（図 15）。第 26 時（9/29）の「スター☆タイム」最終の振り返りでは、「つくる」「あそ

ぶ」「つたえる」それぞれの活動場面で児童が何を感じながら学

習していたかについて車座で対話する時間を設けた。「最初はお

もちゃがうまく動かなかったけど、飾り付けのところを工夫した

ら解決できた」「友達がやっていたことを参考にやってみた」「作

文が嫌だったけどおもちゃを使ったらうまく書けた」等、自分自

身で試行錯誤したことや、友達との関わりを通して学習できたこ

と、教科を組み合わせて学習したこと等を振り返っていた。 

図 12 段ボールカッターを

使う様子 

「材料に合った道具を使う」学習 

図 13 コトコト車の遊び方

を相談する様子 

「遊び方を考える」学習 

図 14 説明書と輪ゴム鉄砲

を照らし合わせて推

敲する様子 

「友だちに読んでもらう」学習 

図 15 遊ぶ前に説明書を丁

寧に読む様子 

おもちゃランド開催日 
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Ⅴ 検証 

 

「課題を解決するために、必要感をもって自ら選んで学習を進めていたか」「自分の力で

やり遂げることができたという達成感を味わっていたか」「教科で育む資質・能力が身に付

いたか」という視点に沿って以下に検証する。 

１ 児童アンケートの結果 

(1)「スター☆タイム」に関する児童アンケート 

実践後に行った「スター☆タイム」に関する児童アンケートでは、「きょうかを合体した

じゅぎょう（スター☆タイム）はどうでしたか」の質問に対して表７の結果が得られた。 

「スター☆タイム」を「とてもよかった」「まあまあよかった」と回答した児童からは、

主に達成感（表７下線部）を味わったと考えられる理由が多く見られた。また、必要感を

もって学習を選んだことに関して回答した児童（表７点線部）がいたことからも、「スター

☆タイム」を通して必要感、達成感ともに実感することができたと言える。 

「スター☆タイム」を「とてもよかった」「まあまあよかった」理由として「楽しかった

から」と回答した児童に、より具体的な内容を聞くため、さらに聞き取りを行った（表８）。 
表８ 「スター☆タイム」が「楽しかった」理由を聞き取った内容 

児童 聞き取りの内容  ※（ ）は筆者がより詳しく聞き取りを行い、回答に補った言葉 

児童Ａ 楽しむということが授業に毎日あったから。楽しむということは、笑うとか嬉しいとかいうこと。自分が立て

た、作ったり色をつけたりする目標が毎日達成できたということが楽しかった。 

児童Ｂ （今までは国語が）苦手だったけど作文が書けた。自分で考えて書いた。（おもちゃを）自分でやってみて、

どうやるかをひとつひとつ書いたらうまくいった。 

児童Ｃ 家でつくるとうまくいかなかったけど、学校ではうまくできた。（どうしてできたのかと言うと）ホチキスや

段ボールカッターが使えるようになったから。 

児童Ｄ 楽しく（つくるのもあそぶのも書くのも）全部（最後まで）できた。楽しかったからだと思う。いつもよりは

できた気がする。いつもは時間が終わっちゃってできなかったけど、（合体したから）全部できてうれしかっ

た。自分たちで自由に行動して全部やることを決めることができたことがよかった。 

児童Ａが学習を選択することのよさについて述べたり、児童Ｂや児童Ｃが課題解決に向

けて試行錯誤した経験について述べたりしたことから、必要感をもって学んだことや達成

感を味わったことがうかがえた。児童Ｄからは、必要感、達成感を実感できたことは合科

的な学習の効果だと考えていることも分かった。 

アンケート結果と聞き取った内容から「スター☆タイム」に対する児童の満足感は非常

に高く、児童自身が学習の必要感をもって学び、そして自らの力で課題を解決できたとい

う達成感を味わえる指導として効果的だったと言える。 

(2) 「スター☆タイムチェック」に関する児童アンケート 

「スター☆タイムチェック」に関するアンケート「スター☆タイムチェックはどうでし

たか」の質問に対して表９の結果が得られた。 

表７ 質問「きょうかを合体したじゅぎょう（スター☆タイム）はどうでしたか」のアンケート結果 

 ※回答者 22 名 理由は自由記述 
回答 割合 主な理由 

すごくよかった 90.9％ ・みんなとつくったりあそんだりしてよくできた。 

・友だちに教えてあげられた。グループで分からないことがあったら教えてと声

をかけ合うということがとてもよかった。 

・苦手だったせつめいしょを書くことが好きになったから。 

・（教科が）まざっていろいろなおべんきょうが一気にできた。 

・苦手なことも（教科を）合体したからできた。 

まあまあよかった 9.1％ ・自分たちで行動してやることを全部きめることができた。 

・おもちゃのかざりつけをがんばった。 

あまりよくなかった 0.0％  

ぜんぜんよくなかった 0.0％  
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「スター☆タイムチェック」の欄に書きたい思いを書ききれなかったという意見があっ

たものの、必要感をもって学習を選択していると考えられる記述（表９点線部）や学びを

振り返って達成感を感じていると考えられる記述（表９下線部）が見られた。このことか

ら、児童にとって「スター☆タイムチェック」が学ぶ意義を実感するための有効な手立て

であったと考えられる。 

２ 「スター☆タイムチェック」への記録 

図 16 は児童Ａの「スター☆タイムチ

ェック」である。児童Ａは、「やること」

を決める際に様々なマークを使用して

選択していた。「☆：ぜったいにやりた

い勉強」「□：できればやりたい勉強」

というように、自分の必要感に応じて

マークを変えていた。また、「やること」

を振り返る際には、塗りつぶす色の濃

さを変えていた。児童Ａは「濃くぬっ

たところは、めっちゃよくできたとこ

ろ」と理由を述べた。児童Ａは「スター☆タイムチェック」に関する事後アンケートで「す

ごくよかった」とし、理由は「自分のできたものを見れたから。（記録）メモみたいな意味」

と回答した。「スター☆タイムチェック」を用いて印や塗り方を変えていた児童は、クラス

全体で 59.1％いた。児童が必要感をもって学習を選んだり、達成したかどうかを振り返っ

たりすることに「スター☆タイムチェック」が活用されていたことが分かった。 

３ 児童Ｅの変容 

 児童Ｅは、自分の考えを表出することに課題があり、友達との関わりも少なく、活動へ

の取組に時間がかかりがちで、図画工作科のアイディアの構想や国語科の「書くこと」に

おいて支援を必要とすることが多かった児童である。 

「つくる」場面において児童Ｅは、なかなか作りたいものを見付けられずにいた。「パッ

チンジャンプ」を作ることを決め、生活科の教科書を見ながら１人で作り始めた（図 17）

が、第６時（9/8）の段階ではうまく跳ね

なかった。うまく跳ねずに困っていても

自席に座っているだけのことが多かった

ため、教師が同じおもちゃを作っている

友達からアドバイスをもらうように促し

表９ 質問「スター☆タイムチェックはどうでしたか」のアンケート結果    ※回答者 22 名 理由は自由記述 

回答 割合 主な理由 

すごくよかった 59.1％ ・ぜんいんのおもちゃであそべた。 

・色べつに分けてあって見やすかったから。 

・（うまくできた）訳や次に勉強したいことを長い四角に書くことができたから。 

・自分のできたところを（後から）記録みたいに見られたから。 

まあまあよかった 36.4％ ・次に勉強することが分かって何をやればいいのかがわかった。 

・色や形を考えてうごきに合うかざりを付けるという目標ができた。 

・初めての時、先生が（選び方を）教えてくれて（だんだん）自分で選べるように

なったから。 

あまりよくなかった 4.5％ ・長い四角のところをはみ出しちゃってうまく書けなかったから。 

ぜんぜんよくなかった 0.0％  

図 16 児童Ａの「スター☆タイムチェック」の一部 

図 17 教科書を見ながら１人で

作る児童Ｅ 

図 18 児童Ｆに相談する児童Ｅ 
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たところ、児童Ｆに相談しておもちゃを作り直

す様子（図 18）が見られた。その時のことを児

童Ｅは、「（輪ゴムが）大きすぎるとわごむがお

ちちゃう」と振り返っている（図 19 枠①）。跳

ねるためには輪ゴムの張りが必要であるとい

う気付きがあったことがうかがえた。第 10 時

（9/11）には、「スター☆タイムチェック」を見

て自分の学習を確認し、「色や形を考えてうご

きに合う飾りを付ける」学習を始めた児童Ｅ

は、黄緑色の色画用紙を使用してカエルを表し

教師に見せた。「先生が（第７時インストラク

ションで）飾り付けのことを教えてくれたか

ら、ペンでカエルを描かないで紙で作った」と

「スター☆タイム掲示板（資料５）」の「動きに

合う飾り付け」に視線を送りながら話してい

た。自分の必要感が高まったタイミングでイン

ストラクションの学習を活かしていたことが

分かった。 

第 16 時（9/17）で説明書の書き方のインス

トラクションを行った後には、自分自身で書き

進める様子が見られた。第 17 時（9/18）で順

序を表す言葉のインストラクションを受けた

後には、「まず」「つぎに」「さいごに」の順序を

表す言葉（図 20 四角枠）を書いた構成メモを

完成させ、遊び方を意識して見直しをすること

まで自分の力でできたと振り返っていた（図 19

枠②）。さらに自分で学習して分かったことを

友達に教えている姿も見られた（図 21）。「スタ

ー☆タイム」実施後の聞き取りで児童Ｅは表 10

のように語った。 

以前までは、学習への取組に時間を要し指導事項に関しても支援を必要としていた児童

Ｅが、合科的な学習（表 10 波線部）によって苦手意識があった工作や「書くこと」にも「自

分の力でできた」という達成感（表 10 下線部）を味わって学習できたことがうかがえる。

さらに、友達との関わりも増え、各教科の資質・能力もおおむね満足できる状況（Ｂ評価）

以上であると判断することができた（表 11）。 

図 19 児童Ｅの「スター☆タイムチェック」 

図 21 友達に説明書の書き方を

教えている児童Ｅ 

表 11 児童Ｅの「スター☆タイム」の観

点別評価 

図 20 児童Ｅの説明書構成メモ「パッチンジャンプの遊

び方」 

図工は普通だけど、作るのは苦手。でも、Ｆ

くんが輪ゴムのやり方を教えてくれたからで

きた。国語は嫌。でも「スター☆タイム」は説

明書のことばがよく分かった。おもちゃの文

だったから。（合体した勉強じゃなかったら）

たぶんうまくできなかったと思う。 

表 10 児童Ｅの「スター☆タイム」の感想 

① ② 
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４ 担任への聞き取り 

 単元づくりの工夫として「合科的な学習はどうだったか」、指導の工夫として「自分で選

んだ学習を進める学び方はどうだったか」について担任に聞き取りを行った。 

 単元づくりの工夫については、「国語の学習で『つくり方』から『あそび方』の説明書を

書くことに変更したことで児童の『できた』という思いが感じられた」との回答を得た。

また、「これまでは製作する活動において粘り強い取組に課題があったが、『スター☆タイ

ム』で教科ごとに時間が区切られていなかったことにより、児童がよりよいものを作ろう

と工夫する様子が見られた」と評価した。しかし、「組み合わせたことによって各教科の学

習評価、特に図画工作科の評価に関しては不安がある」と話した。 

指導の工夫についても、「児童が必要感を感じて学び進めていた姿が見られ、この学び方

によって学びに向かう力が高まっていた」との回答を得た。ただし、「児童によっては学習

に偏りがあった」という改善点が挙げられた。 

５ 資質・能力に関する評価 

単元計画シート（資料２）にて計画された評価規準を基に、「スター☆タイム」で組み合

わせた各教科の評価を行った。クラス全体の評価は表 12 の通りである。 
表 12 「スター☆タイム」の教科別観点別評価                   ※総数 22 名 

国語科の「知識・技能」「思考・判断・表現」において、ともに努力を要する状況（Ｃ評

価）の児童が１名いた。この児童は欠席が重なり、授業者が既習事項の復習や本単元にお

ける学習支援が十分に行うことができなかった児童である。その他の児童は全員が各教科

で育成を目指す資質・能力に関してＢ評価以上であると判断することができた。「主体的に

学習に取り組む態度」に関しては、必要感に応じて教科間の学習を往還するなど自己の学

びを調整しながら、粘り強く取り組む様子を評価した。担任から聞き取った内容も考慮す

ると、学級全体として主体的に学習する態度が高まったと言える。 

６ 検証のまとめ 

検証の結果より、本実践では合科的な学習「スター☆タイム」を通して、学ぶ意義を実

感しながら学習を進め、教科で育む資質・能力が身に付いているという児童の姿に迫るこ

とができたと考える。 

単元づくりの工夫により、教科のつながりを効果的に活かした単元を見いだし、時数、

評価ともに学習指導要領に則った授業をつくることができた。合科的な学習では、単教科

で学ぶこと以上に教科のつながりを活かした単元構想の工夫が必要である。児童は自分の

必要感に応じて何度でも同じ学びを繰り返すことができ、最後まで取り組めたという達成

感を味わうことができた。「スター☆タイムチェック」は、様式に見直す点があるものの、

児童が自らの必要感に応じて学習を選択することや学習の振り返りを行うことで達成感を
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味わうことにつながっていた。 

指導の工夫では、児童が学ぶ意義を実感しながら資質・能力を育むことができた。指導

事項を網羅した計画的なインストラクションを行い、それを可視化することで児童は自ら

の必要感に応じて学びに活かすことができていた。「スター☆タイム」のように自分で決め

た学習を進める授業では、教師は多くの時間を個別支援に充てることができる。本実践で

も授業中の観察や「スター☆タイムチェック」への記録を通して個々の学びを把握し、適

切な個別支援を行うことができた。これらのことが児童の資質・能力を育成することにつ

ながったと考える。 

本実践はおもちゃ作りの単元だったため、児童がもともともっている学びに向かう力は

高かったことが考えられる。今後は他の単元や他学年の年間指導計画等を見直し計画・実

践の継続が必要である。また、合科的な指導を効果的に行うためには、教師自身のそれぞ

れの教科の見方・考え方についての十分な理解と教材研究が必要である。 

 

Ⅵ 研究を振り返って 

 

学ぶ意義を実感できる授業にしたいと考えたのは、教室にいる全てのこどもに本来、学

ぶことは自分自身の興味・関心を広げ、どこまでも深めることができるとても楽しいこと

だと感じてほしかったからである。国語科の「書くこと」に関して苦手意識をもつ児童は

多い。実践を行った学級も同様である。実践を通して「苦手だった作文が書けた」「合体し

た授業だったから書けた」「おもちゃを動かしながら書いたら書けた」など達成感を味わう

ことができたのは、苦手な学習もおもちゃ作りという楽しい体験活動が補ってくれたから

だろうと思う。何のために書くのかという必要感をもち、伝えたいという思いが、教科を

組み合わせたことによって高まったとも考えられる。また、学習活動を自己選択すること

は、やらされている学習からやりたい学習へと変えるヒントになるように思える。教室内

には多様な児童が在籍している。私たちはこの一人一人に合う支援を模索し続けなければ

ならない。目の前の全ての児童が学ぶ意義を実感し「深い学び」を楽しめる授業を目指し、

研究を続けていきたい。 
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【資料４】スター☆タイム時計 

全 26 時間のスター☆タイムをピザ型に

したピースで表した。初めは全て黄色のピ

ースで 26 時間を表して一単位時間を終え

るごとに１枚ずつ減っていく様子を可視化

した。このようにすることで児童が学習の

見通しをもてるようにした。インストラク

ションを行う２、３日前から、該当の時間

の黄色ピースを青色ピースに変えて提示

し、学習進度を意識できるように促した。 

 

【資料５】スター☆タイム掲示版に示した指導事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第 20 時の推敲については、児童が自分で書いた構成メモの実物を読む活動を取り入れてイ

ンストラクションを行ったため、掲示物はありません。 

第４時 第５時 第 13時 

第 13時 

第７時 第６時 

第 16時 

第 17 時 

オリエンテーション 

第３時終了時 第 14 時終了時 


